
農
協
の
役
員
室
。
今
日
も
放
送
局
と

油
売
り
と
オ
ン
ベ
が
来
て
い
る
。
共
に

自
分
の
家
で
は
余
さ
れ
者
で
あ
る
。
だ

か
ら
此
処
へ
逃に

げ
て
来
て
い
る
の
だ
。

オ
ン
ベ
が
苗
字
（
め
よ
う
じ
）
の
ル
ー

ツ
を
語
っ
て
い
る
。

オ
ン
ベ
「
青
森
県
の
苗
字
に
日
本
海
の

北
前
船
系
と
東
の
陸
路
北
進
系
が
あ
る

ん
だ
」

油
売
り
「
北
前
船
系
は
日
本
海
系
だ
と

い
う
こ
と
は
わ
か
る
が
、
陸
路
北
進

系
？
」

オ
ン
ベ
「
東
の
方
よ
。
例
え
ば
笹
森
、

成
田
、
千
葉
、
武
田
、
渋
川
、
沼
田
、

熊
谷
、
小
山
な
ど
は
関
東
系
だ
。
会
津
、

福
島
は
文
字
の
通
り
」

放
送
局
「
海
上
北
進
？　

例
え
ば
…
」

オ
ン
ベ
「
竹
内
、
奈
良
、
大
坂
、
兵
庫
、

小
寺
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
境さ
か
い、

小

倉
、
越
前
谷
、
越
後
谷
、
鶴つ
る

賀が

、
三
上
、

宮
川
、
中
井
、
石
川
、
金
沢
、
長
尾
な
ど
」

油
売
り
「
越
後
谷
、
越
前
谷
、
台
丸
谷
、

伝
法
谷
、
菊
谷
、
髙
谷
な
ど
、
谷
の
字

の
ヤ
が
多
い
の
は
な
ぜ
だ
。
西
郡
や
下

北
な
ど
に
多
い
け
れ
ど
も
…
」

オ
ン
ベ
「
あ
れ
は
明
治
八
年
の
苗
字
必

称
令
が
出
た
と
き
『
屋
号
を
苗
字
に
す

べ
か
ら
ず
』
と
い
う
政
府
の
通
達
に
よ

り
、
仕
方
な
く
屋や

を
谷
に
し
た
の
だ
そ

う
だ
。
例
え
ば
衆
院
議
員
を
つ
と
め
た

社
会
党
の
淡あ
わ

谷
悠
蔵
の
生
家
が
『
淡
路

屋
』
で
、
そ
れ
を
苗
字
に
し
よ
う
と
し

た
ら
、
禁
じ
ら
れ
、
仕
方
な
く
淡
谷
に

し
た
の
だ
そ
う
だ
」

オ
ン
ベ
「
五
戸
町
の
三
浦
家
や
名
川
町

の
工
藤
家
な
ど
、『
先
祖
は
関
東
の
鎌

倉
武
士
で
あ
る
』
と
、
め
っ
た
に
人
に

頭
を
下
げ
な
い
そ
う
だ
」

放
送
局
「
安
倍
元
首
相
の
国
葬
、
海
外

要
人
接
遇
費
や
警
備
費
を
含
め
る
と
、
費

用
が
十
六
億
六
千
万
円
か
か
る
と
か
…
」

油
売
り
「
そ
の
ほ
か
、
各
国
か
ら
来
る

政
府
代
表
の
警
護
の
経
費
も
大
変
だ
べ
」

オ
ン
ベ
「
自
民
党
の
二
階
前
幹
事
長
が

『
国
葬
し
な
い
と
バ
カ
だ
』
と
言
っ
た
」

放
送
局
「
あ
あ
い
う
バ
カ
も
あ
る
か
」
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元
県
農
協
学
園
長

秋
田
義
信
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